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　手で治すことを手技といいますが、手技にはいろいろな治療方法があります。それらを研究して

 いて気が付くことは、人間にとって、とても腰が大事であるということです。これは、人間が２本

 足で立つことから来るためだと言われています。今回は、この腰について理解しましょう。

 腰の特徴

　１.腰はとても大切な関節です。痛くなると人間の行動に支障をきたします。ですから、かなり

　　鈍感に出来ています。そのため、腰の関節を痛めているのに痛み出すのは後になってからと

　　いうことも多いのです。つまり、痛いと感じなくても、悪くなっている場合が多いと言えます。

　２.腰は、腰以外の関節、例えば首や膝などと密接に関係してます。ですから、首を痛くしても、

　　首だけが悪くなっているのでなく、腰も悪くなっているのです。

　３.腰の痛みは、内臓疾患からくる場合もあります。

　４.仙腸関節という関節があります。この関節は、腰の関節の中でも特に大切です。

　　 下の図とともにご説明いたします。

　仙腸関節を辞書で調べると、次のように書いて

あります。

　仙腸関節は、腰にある腰椎（ようつい）と、

脊柱（せきちゅう：背骨の事）の下端の骨である

尾骨（びこつ）の間の強靭（きょうじん）な関節で

ある。５個の仙椎（せんつい）が癒着して仙骨（せ

んこつ）になり、２個ある腸骨（ちょうこつ：おし

りの骨）の間にはさまっている。

　この説明で「はさまっている」と表現されていま

図① 腰の骨表側 す。つまり、動かない関節だと思われているのです。

　しかし、これが間違いであることが最近わかって

きています。

　是非、覚えてほしいポイントは、

１.仙腸関節は大切な箇所である。

２.仙腸関節は動かない関節であると思われて

　 いたが、動く関節であることがわかった。

３.腰は体のいろいろな関節（首や膝など）と

　 関連している。

図② 腰の骨裏側

診療時間
平日 ＡM９：００～１２：００

ＰM３：００～ ８：００
土曜日 ＡM９：００～１２：００
休診日 日・祝日
予約不要 急患随時受付


